




一方で基地エリアを固める作業が行われていた。37のヘアピンカーブをもつ“The Challenge
Road”－驚くべき土木技術－はこの困難な時代に築かれた。



デルグ政権は一年間（1978年7月から

1979年7月の間）に５回の大規模攻撃を

しかけてきた。それぞれの攻撃でエチオ

ピア軍側に大きな犠牲がでた。デルグ政

権は“最後の攻撃になる”と言っていた

5回目の攻撃は、ことに悲惨なものだっ

た。前もって争いのない地域へ進軍して

いた敵軍部隊は完全に一掃された。



（上）負傷したエチオピアの兵士たちは、やってきたヘリコプターに退避を求めてむらがったが、エ

チオピア軍将校（帽子と杖を持った男性）は自軍の指揮をとるために前線に向かい、この写真が撮影

された数時間後に死亡した。エチオピア軍撮影による写真

(Above) The wounded Ethiopian soldiers gatherd to the hilicopter to ask for evacuation but the general
(with a hat and stick in his hand) rushed to the front line to direct his troops. He died few hours after this
picture was taken. [T]





比較的安全な基地エリア。医療や教育

サービス、野菜生産、製陶の改善によ

り努力が向けられている。これらの活

動は自助精神によって行われた。





地元の素材で作られたチョーク




